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論文
古代から近世までの山陰地方において利用された木材の樹種選択性
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Summary 
In this study, we discu trends in the selction of wod specis for wod utilzation 
from prehistoric times to the modern times in the San-i district of westrn Japn. We 
surveyd buried wods obtained from anciet rice fields and the lower humid are near old 
lagons or old river sides, as wel as carbonized wod dug up from anciet habit ares 
located on the lower hil -tops neighbour the old rice fields. In toaly, 30 excavtd 
wod piecs wer identifed for their specis and utilzation. Based on this archeolgica 
survey, we have reachd the folwing conlusion: 
(1) At the times of the late Jomn Era about 350 years ago, peol mainly used hard-
wod tres, and selctively used some coniferus tres for special purose; for exampl, 
Sugi (Cryptomeria j，αponica) for carved woden ships, Kay (Toreya nucifera) for fishery 
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equipmnt, and 諮問ki (C加maecy 仰げsobtz 仰） for fishng- or traping nets or strings. 
(2) At the time of the midle Yayoi Era about 250 years ago, Sugi wod used for many 
purose, espcialy for agricultral tols, civil engierng materils, rice and grain shed 
and religous housing whic was closely related to rice cultivaon. On the other hand, the 
peol's house wer built by colecting the logs and timber from neighbourn mountais 
near their habit are. In the San -in district, Sudaji wod (Casta10Psi α1spidat) was 
selctively used for the frame work timbers of peol's house. 
(3) In the period from the 6th century to the 15th century, utilzation of Sugi and Hinok 
wer increasd remakbly, while hardwo utilzation becam limted. Selctive utilzation 
of Sugi and Hinok wer established in this period. 
(4) From the 4th century to the 7th century, special wod specis semd to be utilzed 
for religous purose. For exampl, Ogatmnoki (Miclzelia comPresa) was used for 
praying cermonies, and the I℃action -wod portin of the coniferous tres and bamo 
piecES wer also used for simlar purose. 
(5) In modern times, after the 18th century, utilzation of Matsu wod (Pine sp.) 
becam poular becaus the old evrgen hardwo forest (Sudaji forest) had alredy 
ben exploited and most of them had disaperd, and new pine forest (secondly fon 汚t)
aperd instead of Sudaji forest. At the same time, Sugi and Hinok tres stil retained 
their importance for housing materils, daily things, and various other utilzations. 
Howevr, p〔＇Ople’s house wer construced with many kinds of tre species, whic wer 
conveintly obtained from neighbour mountai sides wher ocupied mainlyb pine tres 
and other deciuos tres such as Keyaki, Tochink ，日onki, Shirakshi, Konar, 
Yamzkura and so on. 
I はじめに
わが｜誌のrmEl 本，とくにi111 境地方には地形的，気候的，資源的な立地条件によって古代から独
自の地方文化が発脱してきた。これには2つの要問が深く関与していると考えられる。 1つはLII 
1岱海岸に沿って北流する対.H~I底流と季節風によって形成される 111陰地方に特有の風土で、あり，他
の 1 つは！こ｜本海を挟んで lr•Jかい合って存在する朝鮮半島およびユーラシア大｜珪からの文化の影ヂ！？
である。
縄文時代半期（今から約 1J'.Lf 三官iT) に日本海似IJに流れ込んだ対馬i底流によるiL i陰地方の鼠I暖化
は， l援；j;:t'J: の!VA 葉樹林をtnWJ: 也子i；ーに繁茂させるとともに，この地方にも照葉樹林文化の伝掃があっ
たと推定され，これが続いて到米した稲作J~~;j;Jt-文化の受容と定蒜を平めたと考えられる 15）。また，
Ill" 代ユーラシア大陸の文化は朝鮮半島を経て，対岸に｛立医する北部九州肋、らi11 岳地方の沿岸地域
叶？にかけて平くから移入した可能性がある。なかでも出雲をtj:t 心とした宍道湖の周辺には山陰
地方で早くから渡米文化が定若し，独自の文化問（it¥ 主文化問）を形成したものと思われる。こ
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のような山陰地方に特有の文化が事在したことは，環境考官学的にも次第に明らかにされつつあ
る18）。
本研究では， 1987 年から195 年にかけて山陰地方で発掘された遺跡や遺構のうちで，多くの出
土木材を伴った遺跡や遺構について，鳥取大学農学部環境林学研究室（現環境樹木学研究室）に
持ち込まれた出土木材の樹犠鑑定結果に基づいて，当時の生活の中で科用された木材の樹種選択
性の特徴を明らかにするとともに，当時の生活躍を取り巻いていた森林の様子についても考察した。
百 調査遺跡及び梅種鑑定方法
上調査対象遺跡の概要
L1J 絵地方の沿岸地帯，とくに縄文海道期（ヒプシサーマル期）の汀線付近や潟（ラグーン）の
近く，すなわち現在では海岸近くに点在する比較的大きな海沼（宍道湖，中海，東郷湖，潟i山池
など）の周辺や大きな河J11の湾口部付近（斐伊Jl, B野J11，天神J11，千代打！など）の低湿地やそ
れらに隣接する低丘陵地は，古代から近世にかけて生活の場の中心であった。そのため，このよ
うなところには合墳や遺跡が密集して存在する。近年，バイパスの開設，河川の改修工事に伴っ
て，縄文時代後期から古墳時代にかけての集落祉や水自社，自然河川跡など，古代の山陰地方の
生活文化を知るうえで！貴重な多くの遺跡や遺構が相次いで発見され，発掘された出土木器のなか
には国宝級のものや重要文化財もある九本研究で調査した遺跡と遺構の概要は次のとおりであ
る。調査した遺跡は全部で1件であり，それらの分布を闘 1に示した。飽水状態の埋没材と乾燥
状態の炭化材を含む出土木材・の総鑑定依頼点数は395 点（内329 点鑑定済み）であった。各遺跡、
[A］から［J〕について，①遺跡名称，②所住地，③調査部｜乱＠調査機関名，⑤鑑定依頼点
数，⑥出土層年代，⑦出土状況，のII演で概要を記す。
[A〕 ①粟谷（くりたに）遺跡 ②鳥取県岩美郡福部村大字架谷字宮下 ③1987 ～198 ④福
部村教育委員会 ⑤木器類埋没材16点 ⑥縄文後期～古填⑦河口部の汀線付近に位置す
る低湿地遺跡の貯蔵穴から木器類，木の実，締など多数出土
〔BJ ①覚寺（かくじ）古墳群②鳥取市覚寺妙見62-4 ③198 ⑩紛中国建設弘済会覚寺
古境群発掘調査団，建設省中間地方建設局鳥取工事事務所⑤市墳間構内炭化材9点 ⑥ 
4世紀末～7世紀後半⑦覚寺古墳群7から13号墳より出土
[CJ ①余井唐堀（よいからぼり）遺跡②鳥取県八頭部舟瀬町大字美成字余井諮堀 ③192 
④用瀬町教育委員会⑤移動式寵跡炭化材9点⑥6世紀後半⑦自然河川での祭杷跡（？）
より出土
[D〕 ①山ヶ奥（やまがはな）遺跡②鳥取市古海，本高 ③194 似紺鳥取市教育福祉振興
会，鳥取市埋蔵文化財調査センター ⑤天然木埋没材16点 ⑥弥生～古墳 ⑦岳然河川跡
の流木
〔E] ①桂見（かつらみ）遺跡②鳥取市桂見字八つ叡，字山の奥 ③193 ～195 c制高取
県教育文化財問，東部埋蔵文化財調査事務所 ⑤水田枇理没材13 点 ⑥縄文晩期，
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弥生中期，一部中世 ⑦水田社，低湿地，潟から木器類多数出土
[F〕 ①閤桂見（にしかつらみ）遺跡③鳥取市桂見字山ノ奥 ③194 ～195 ⑥財）鳥取県教
育文化~t団，東部埋議文化財誠査事務所 （［住居祉炭化材20点 ⑥弥生後期～古墳 ⑦低
湿地に隣接する抵丘陵地，竪穴住居祉より出土
[G〕 ①麦谷（なつだに）遺跡②倉吉市和田 ③193 ～194 ④倉吉市教育委員会 ⑤住居
社炭化材20点⑥弥生後期～古墳⑦水田に隣接する低丘陵地上の集落tll ：，竪穴住居牡よ
り出土
[H〕 ①南谷大山（みなみだにおおたに）遺跡②鳥取県東伯郡羽合町大字南谷字大山地託
③19 ～193 ⑥附鳥取県教育文化財団，中部i開設文化財調査事務所，建設省倉吉工事事
務所 ⑤住居社炭化材90点 ⑥弥生後期～古墳 ⑦水間に隣接する抵丘接地上の集落札
竪穴使居i止，掘立柱住居tll ：より出土
〔l〕 ①米子（よなご）城跡遺構 ②米子市西UIJ36 1 ③193 ～194 ＠（附鳥取県教育文化
財団，西部思議文化財調査事務所⑤鼠敷社埋没材67点 ⑥18世紀以降⑦米子域内屋敷
祉より出土
[J] ①i窪田小犬出（いんだこいんだ）遺跡 ②米子市陰剖lllJ ③193 ～195 c≪t），鳥取県教
育文化財田，西部理蔵文化財調査事務所⑤木器類埋没材30点⑥古墳後期～7w：紀 ⑦ 
丘陵に挟まれた低湿地，水田枇，周閤の丘接地住居祉からの流れ込みあり
[K〕 ①野田西（のだにし）遺跡②島根県邑智郡瑞掠町大字上亀谷朝原③192 ～193 ⑥
瑞融ll!J 教育委員会 ⑤住居社炭化材5点 ⑥弥生後期～奈良 ⑦丘陵地上の集落tll: ，竪穴
住居:f:1 ！：より出土
図 l 調査遺跡の分布
A：柴谷遺跡、 8：覚寺遺跡、 C：余井！吾協議跡、 D 11 ケ鼻遺跡、
日：桂見遺跡、 F：開校見遺跡、 G：夏谷遺跡、日：溺谷大山遺跡、
l：米子城跡選様、 J：除問小犬田遺跡、 K: ！町’E日間遺跡
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2. 樹種鑑定の方法
出土材は大別して飽水状態の埋没材と完全に炭化した炭化材の2種類であった。埋没材はいず
れも水田祉や古代河川跡から出土し，現夜でも結土質，泥炭質の多溜地に埋没していた。埋没材
は，埋没する読にかなりの生物的劣化（鴎朽されているのが通併）を受けており，さらに埋没後
も水中バクテリアや地下水成分によって劣化を受けるため，掘り出した瞬間に材色が黒っぽく変
化したり，乾燥によって大きく変形したりするため，出土持の状態を保持するのが難しい。
飽水状態の埋没材は，水洗してから，産ちにカミソリを用いて検鏡試料を採取した。試料採取
は木器類の場合，原形を留めている部分（考古学の現場では活きている部分という）からの採取
は不可能であり，通常は掘出し作業時に破損した部分とか，埋没以前に破損したと推定される部
分からしか採取できない。そのような部分はとくに激しく劣化していることが多い。樹種鑑定に
はできるだけ健全材部を用いるのが望ましいが，そのような部分からは採取できないことが多く，
これが樹種鑑定を鴎難にしている一因ともなっているO
本研究では，樫没材から採取した検鏡試料は凍結してからミクロトームで3断面の切片を作製
し，一時プレパラートにして検鏡と写真撮影をする方法と，試料を臨界点乾燥装置で乾燥した後，
常法どおり金属蒸着してSEM で観察する方法のいずれかを用いた。一方，炭化材は土壌粒子な
どによる汚れの少ない部分をカミソリで部出し，それをできるだけ正確な3紙面となるように割
裂してから，常法どおり金属蒸若してSEMで観察した。槌撮鑑定にあたっては，組織構造的特
徴を既往の木材組織顕微鏡写真集7,146 ）で確認し，木材識別カード1＼出土材の全国データベー
ス資料8,9 ），さらに花粉分析結果10）などを総合的に検討して，できる限り樹種名までを決定する
ように努めた。不明のものは鑑定できる範閣内にととどめた。
盟結果と考察
1 .低混地，水田社埋没材の時代別樹穣構成
本調査遺跡のうち，水田社遺跡としては粟谷遺跡2）と綾見遺跡が代表的な遺跡であり， llft 回小
犬問遺跡も周囲の丘陵地住居泣からの流れ込みがあるものの古墳時代の典型的な抵湿地遺構で、あ
る。出土材は粟谷遺跡が縄文後期から古墳時代，校見遺跡が主に弥生中期と一部中I:!! ：，陰田小犬
出遺跡が古i支持代から7世紀頃のものであった。自然水の出土点数は少なかったが，経見遺跡と
tl ヶ鼻遺跡から出土した。これらの低混地，水田社から出土した理没材を時代別に，その樹極構
成と主な器種（用途）を一覧表にまとめたものが表1である。なお，水器識別の分類は木器集成
図録（近畿原始編）13）によった。
縄文後期から晩期の埋没材としては，全長約7mのほぼ完全な形の丸木舟（桂見遺跡より出土，
材種はスギ）と精巧な装飾を施した木製杓子（栗谷遺跡より出土，材種はケヤキ）の完成品と
完成品が注目に値する（写真I，写真2）。この時代のスギは丸木舟とか火鎖（ひきり）具など，
まだ限られた用途にしか科用されておらず， 日用品の多くは広葉樹材（ケヤキ，ヤマグワなど）
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が主に使われていたのが特徴である。これは，農耕文化がまだよく発達しておらず，生活の糧を
主に漁務と採取によって得ており，そのため大最の加工材を必要とせず，使用用途に応じて材質
治・堤純・矢部古川郁夫・小泉4 
この時代にすでに適した樹種が生活用具類やB用品に少量使用されていたと思われる。しかし，
に材質別樹種選択性が確立していたと思われる18）。例えば，軽くて加工性が良く，
に能れたスギは丸木舟に，耐水性が良く，耐久性に霞れ，靭性の高いカヤは漁網（たも）
耐腐朽性が共に鐙れ，徹密で靭性のあるヒノキは綿片にして網や紐類に，耐久性の
すぐれたケヤキは容器類や食事具に，火付け具の臼と杵にはスギというように，樹種選択性がほ
の遺跡として有名な鳥浜貝塚（福井県三方
比較的耐水性
の枠に，
また耐水性，
ぽ確立していた。縄文前期（今から約5～ 6千年前）
それ以降の
時代においてもほとんど変わらなかったことから，この時代にすでに人間生活に必要な木材の材
費別樹麓選択牲は確立していた可能性が高い18）。本調査による樹種鑑定結果も従来の報告例山と
それらの用途と樹種の関係は，郡三方町）からは当時の木器類が多数出土しており，
基本的に異なるものではなかった。
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これ
弥生中期になると，それまで以上にスギ材の使用頻度が高くなり，利用用途も広くなるのが特
徴である。とくに農具や生活用具だけでなく，建築用材へのスギの利用が著しく多くなる。
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は，稲作農耕文化の定着と密接に関係している。すなわち，稲作農耕には，それまでの漁掛や採
取と異なり，低湿地へ踏み込むための道具（田下駄や大枠）に始まり，水路や畦を確保するため
の簡単な土木工事用材（杭や板類，これらは建築材からの転用も多い），耕作のための農具（鋤
や鍬），収覆した稲や籾を保存するための倉庫，豊作を祈るための祭壇や儀式用の建物（建築舟
材）等に，多量の木材とくに加工材を必要とした。鉄器類が十分に普及していないうちは，工具
として石器に頼らざるを得ず，そのため加工性が良く，利用用途が広く， しかも利用効率（歩留
まり）の高い樹種ということでスギへの選択性が集中したのは当然であろう。弥生時代を代表す
る登呂遺跡（静岡県）から大量のスギの割り材，板；材，杭材，建築材，土木用材が発見されてい
ることからも，この時代がスギの時代であった17）ことは明白である。本調査においても，鑑定点
数のうちスギの占める誤合（必ずしも利用量を反映している訳ではないが，割安となるであろう）
が，縄文暁期の40% から弥生中期には7% へと急、増していることからも，スギが当時の生活に占
めるウエイトの高かったことが想、橡できる。他方，スギよりもさらに耐久性が高く，材資も轍諸
で，広葉樹よりも軽軟なヒノキの利用が，この時期にやや減少しているのは，この時代のやや寒
冷な気候と関係しているのかもしれない。
古壌時代の埋没材の出土点数は少なく，この時代の特徴は摘めなかったが， 6世紀から 1 5世
紀にかけては，弥生時代を上回る勢いで，スギとヒノキがあらゆる用途に使われていた。とくに
康史時代になってからはヒノキの耐久性が良く認識されるようになり，ヒノキの利用拡大が著し
いのが特徴である。このようにスギ， ヒノキは癒史時代になって権力の拡大や国家の形成の原動
力となった稲作農耕と深い係わりを持ちながら神殿，祭最E，農耕，土木工事， 日常生活全般に広
汎に利用されるようになり，これがその後において両樹種の選択的保護育成，人工造林による大
量生産体制を基軸とした日本型林業の根幹を形成したものと推定される。スギ，ヒノキへの集中
的な選択性が先鋭化した背景には，この雨樹種の人為的な繁殖，すなわち，人工造林の可能性も
考えられるが，これらの樹種鑑定からだけでは天然木か人工造林木かの判定は困難である。ただ
し古代の木器類の多くは詞樹種とも年輪輔の非常に狭いものが多く，年輪のi立1率も大きかった
ことから，かなりの大笹木が利用されていたと思われる。このような大径木は天然木の可能性が
強い。この点については今後の研究に期待したい。
2. 住語牡炭化材の樹種構成
本調査遺動の内で住居祉遺跡としては，弥生時代後期から古墳時代にかけての中規模な集落祉
である南谷大山遺跡5ぷ）や夏谷遺跡が代表的なものであり，小規模集落祉のものとしては西桂見
遺跡，野田開遺跡があるのこれらの集落はすべて低湿地あるいは水間祉に隣接する低丘陵地上に
存夜していた。
出土した炭化材はすべて焼失住居枇から発掘されたものであり，住肢はほとんどが竪穴式のも
ので，一部揖立柱式のものもあった。なかには当時の住民構造をかなり良く維持したままで焼け
落ちたたものもあり，このような遺跡（南谷大山遺詠）では構造材の原形を留めていたものもあっ
た。鑑定した炭化材を時代別に，その樹種構成と主な用途をまとめたものが表2である。
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住居祉炭化材の樹種構成表2
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（スグνイ，シラカシ，ケヤキ）73 H刊f在＊＜スグジイ，タブノキ，スギ）
ヌト；舞（ムクノキ）桁（スグジイ，スギ．ヒノキ）途間 川
柱穴（ツブラジイ，イヌシデ，ツバキ，スギ）木舞（ヤマグワ）（樹綴）
床削炭片｛スグジイ，シラカン，クリ，コすう，絞（スグy1，スギ）
ミズメ，ケヤキ，ムクノキ，ホオノキ，ヤブ柱穴（スグシイ，クスノキ，ネジキ）
ニッケイ，ヤマザクラ，ケンボナシ，ユク床i飢え）十（スグジイ，シラカシ）
ノキ，カヤ）住居横二i二¥fi'i 滋（スダジイ，クスノ削
のほかに住居内部の家具住居t1l ：に残された炭化材は，｛主店構造用材（柱，梁，桁， fil 木など）
日常の生活用品， m炉袈用の燃料木，祭喧（？）など，
林が含まれていると考えられるが，開形の残っていない制片状の炭化材が多いため，
さまざまな用途の木調度類，~l (? ), 
これらの炭
しかもこれらの紺｜
さ
出土場所だけを手掛かりとして推定することは困難であった。
これらがどのような目的に使われたのかを明らかにするには，
化物の用途を，
片状の炭化材は樹種も多様で，
らに調査事例を多くして検討する必要がある。
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ここでは，比較的原形の保存状態が良好だった建築構造用材を中心に考察する。これらの炭化
材の多くがスダジイであったことは控目に舘する（写真3）。すなわち住居用構造材は，まず生
活圏の近くに大量にあり， しかも製材ーが比較的容易で，耐久性のあることが必饗である。山陰地
方においては，この当時（弥生後期から古墳時代），集落の周りにはまだ深々としたスダジイの
照葉樹林が生い茂っていたであろう。これらの常緑広葉樹の高木に混じってツバキ，シラカシ，
タブノキなどがあり，さらに少し2次林化したところでは落葉広葉樹のケヤキ，ムクノキ，ミズ
メ，コナラ，ホオノキなどが生育していたと推定される。現在の山陰地方においても海岸地帯で
はスポット状に典型的なスダジイータブノキ群落が見受けられるが，これらは当時の名残りであ
ろう。したがって，当時の人々は集落の周辺から住居用構造材を伐り出し，庶民用住居を建設し
ていたものと思われる。
ところが，弥生時代には稲作農耕が定者し始めたために，前節でも指摘したように，スギの加
工材が多量に使用されるようになった。これらのスギ加工材は，全部でないにしても大学は板状，
序板状，穴付き加工材，柱材のどの大型の製材品（訴裂製材品）が多く，建築用材であった可能
性が高い。このようなスギの建築材への利用と，庶民住居用へのスダジイの利用との材眉種の違い
は何を意味するのであろうか。多分，当時スギはまだ特別の材料であったと思われる。すなわち
スギやヒノキは，貴重な食料である籾や稲の貯蔵用食産とか祭礼用の神殿など，特別の用途にの
み利用し，一殻庶民舟とは区別されていた可能性がある。神殿が今日に至るまで，ヒノキで造ら
れる漂白もこの頃のスギ， ヒノキの｛使い方と無関係ではないだ、ろう。スギやヒノキは神聖な木と
して特別扱いされていたのではないだろうか。
3. 古壌・祭認故炭化材の禅譲構成
本調査遺跡のうち古墳は党ミ宇宙墳群3）のみであり，祭記長i：は余井唐堀遺lfdl;4l だけであるO
古壌は4！止紀末から7世紀後半頃までに築造された古墳で，この遺構内部から出土した炭化材は，
し吋ヱれもがスダジイ（あるいはマテパシイ）であった。これらの炭化材ーは葬送祭認にかかわる特
別な樹種ではなく，当時古墳の周閤に繁茂していたであろう慎葉樹林の代表麗であることが分か
る。鳥取地方には自生のマテパシイは少ないことから，スダジイの可能性が強い。
余;I！二｝吉堀遺跡tu：のIE！自然海）｜｜跡からは古墳時代後期と推定される移動式かまど（趨）とミニチュ
ア土器が出土した。このかまど内部の炭化材を鑑定したところオガタマノキ（写真4）とマツと
ヒノキのアテ材部（写真5, 6）とタケ（写真7）が検出された。いずれも当時の日常生活に必
要な樹種（建築材，農具，生活用具の木材）とはかなり異なっていることから，これらは特殊な
自的に使用された可能性が高い。すなわち，自然河川で行なわれた祭礼儀式の際に特別な自的で
用いられたものであろう。オガタマノキは現在でも神社などに植えられる神患な木とされている。
マツのアテ材が使用された意図は分からないが，当時の出土材からマツを検出するのは希である。
マツが多く使われるのは，歴史時代も中世以降である。なぜならば，マツ林は古代から続いた照
葉樹林が伐採されつくされた後の荒廃した山地に2次林として出現するからである。この当時に
マツを使うということは非常に希少な樹種を使っていたということになる。したがって，これも
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オガタマノキと同様，特別の用途に使われた可能性が高い。また，タケも古代から霊力が宿る
と信じられ，祭紀には欠かせない材料である。し寸三れにしても古代の祭記と樹木の係わりに関
して出土料ーからの考没学的知見は少なく，今後の調査でこのあたりのことも明らかにしてゆき
たい。
4. 近世の域内屋敷社謹没材の樹穣構成
本調査遺跡のうちで米子域社遺構は， 18世紀以降の域内屋敷祉より出土した埋没材であるため，
その様種構成はこれまでのものとかなり傾向を異にすると思われる。これらの樹種構成と主な用
途を表3に示す。表からも明らかなように，古代から中世までの理没材，炭化材中でほとんど出
土例のなかったマツの利用が，近i設ではかなり多いのが特徴である。
樹種別の用途からも，日用品にはスギ，ヒノキの使用が主流であるのに対して，建築用材と柱
材にはさまざまな樹種が用いられているのが分かる。これは，古代住居祉の炭化材がそうであっ
たように，庶民の住宅の構造用材には生活圏に近いところに生育している樹種のうちから，建築
用に使えそうなものは何でも利用したと考えられる。すなわち庶民の住居の構造用材の船積には，
当時の森林の林籾が反映されている可能性が高
い。この頃の住居にマツ材が多用されているこ
とから，この時代にはすでに周閣の山の森林は
マツ林が大半を占めていたことがうかがえ，現
在の中間地方の里山の林相とほぼ同じであった
と思われる。この当時すでに照葉樹林はほとん
ど姿を消し，代わりにマツが優占極となり，そ
れに混じってヤマザクラ，シデ類，クルミ，ク
1），などの暖温J肝性の落葉広葉樹が生育してい
たものと推定される。このような林相の型ILか
ら木を伐り出して，庶民住宅の建築用材として
いたのであろう。これに対して， 日常の生活用
具類にはすでに古代から確立されてきた用途と
樹種の関係（材質別樹種選択性）がそのまま継
承されているため，スギ， ヒノキの利用はこの
頃もそれまでと同拭2の使われ方をしていたと考
えられる。さらに，この時代にはスギやヒノキ
の保護育林も行なわれ，これらの供給体制も次
第に整備され，スギやヒノキが比較的容易に入
手できたことも，これらの材の科照拡大を促進
したであろう。
表3 米子城屋敷祉埋没材の樹種構成
樹 毛主 18世紀以降
15 
2 
1 
8 
4 
ケヤキ，オニグルミ，シラカシ，
ヤマザクラ， ミズメ， ミズキ，
シデ矧，ヌルデ 各 1
48点
ギキツ
ノ ノ
スヒマ
スダジイ
クリ
その他
244U 
ね（マツ，スダジイ，クリ，シデ類，
ヤマザクラ，クルミ，ヌルデ）
用途
（紛種）
紡織具（スギ）
桶（マツ，スギ）
建築材，板・角材（マツ，スギ）
容器（スギ，ヒノキ）
食事兵（スギ）
古代から近世までの山陰地方において利用された木材の綴穣選択役 49 
W 結論
わが国の山陰地方において1987 年から195 年の間に発揖調査された1の遺跡や遺構から出土し
た埋没材と炭化材を30 点余り樹種鑑定し，その結果に基づいて器種（用途）と樹種との関係な
らびに当時の生活閣の周囲の森林の様子について考察した結果，以下の結論を得た。
(1）縄文後期から晩期にかけてはケヤキ，ヤマグワ等の広葉樹材の利用が主で，針葉樹はスギが
丸木舟に，カヤが漁拐具の枠に， ヒノキが綿片として網や紐に，スギは火鏡具にというように
特定の用途に使われていただけである。しかし，当時すでに用途に適した樹績（材費）の選択
性が確立されていた。
(2) 弥生中期には，スギが大量に利用された。これは主として稲作にかかわる農具，水間管理舟
資材，倉庫，祭記用建物などにスギが多用されたのであり，庶民の住居（竪穴式）には専ら集
落周辺の森林から伐り出された木が用いられていた。 LL! 陰地方の住居枇からは構造用材として
スダジイの選択的利用が目立つ。
(3）奈良時代から室町時代にかけてはスギとヒノキの利用用途の拡大が顕著となり，反面，広葉
樹の利府は隈定されてくる。スギ， ヒノキの選択的利用価値はこの墳に確立されたのであろう。
(4）古墳時代から奈良時代にかけての祭配舟には特別の木（オガタマノキとか長r葉樹のあて科部，
竹など）が利用されていた可能性がある。
(5）近世になってもスギとヒノキの利用はそのまま続くが，庶民の住居にはこの頃も古代と同様
に周辺の里山から伐り出された種々の木が利用された。とくに近世になって初めてマツ材の利
用が認められたことから，中位以降に古代から続いた照葉樹林はほとんど伐りつくされ，代わ
りにマツ 2次林が出現したものと推定された。
(6）用途と樹種との開には，古代から現代に至るまでのその関係が不変の場合（材質依存恕樹種
選択牲といってもよい）と，時代や森林校！の変化によって変化する場合（代替型;¥¥It 種選択t!J
とがある。材質依存型の倒としては，柄にはカシ類を，客器にはケヤキやトチノキを，神殿に
はヒノキを使うのがそれである。代替型の最も良い{Ylj は庶畏の住居用構造材である。代静性の
高い用途の木材ほど，時代とともに地の樹種で鐙き換えられ，最後には木以外の材料に変わる
可能性をはらんでいる。このことは，現夜の庶民用の住宅部材が急速に代磐材料によって置き
換わりつつあることとも符号する。
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写真1 木製杓子
（築谷遺跡より出土、縄文後期、ケヤキ）
写真2 丸木舟
（桂毘遺跡より出土、縄文後期、スギ）
写真3 スダジイ
（南谷大山遺跡捜失竪穴住居祉より出土）
52 古川郁夫・小泉純・矢部浩・堤誠司・佐藤真美
写真4 オガタマノキ
（余弁慶堀遺跡移動式寵内より出土）
写真5 マツあて材
（余井唐場遺跡移動式寵内より出土）
古代から近世までの山陰地方において利用された木材の樹議選択性
写真8 ヒノキあて材
（余井唐様遺跡移動式寵内より出土）
写真7 タケ
（余弁唐堀遺跡移動式畿
内より出土）
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